

以下は記入例です。タイトル、氏名・所属、本文をご自身の内容に置き換えてください。
本文は全角500字以内（英語は300 words以内）に収めてください。
	島嶼間の捕食リスクの違いがムナグロシロエリオオハシガラスの道具作製行動に及ぼす影響

山田 脳太郎1
1 ほげほげ大学大学院ふがふが研究科



顔写真用
スペース
事務局で貼ります

道具使用は霊長類から昆虫まで多様な動物で知られるが、道具を作り、日常的に採食に用いる種はごく一部である。近年、その数少ない例として、南洋6島に分布するムナグロシロエリオオハシガラス（Corvus artifex）が加わった。本種は枝を加工した道具で倒木内の甲虫幼虫を取り出すが、幼虫と材料は全島にあるにもかかわらず、常習的な作製は捕食性猛禽類のいない1島（道具作製島）でのみ確認されている。そこで本研究では、捕食リスクが時間を要する道具作製を抑制するという仮説を検証した。同島と猛禽類のいる3島の成鳥各12羽に、完成済みの道具または未加工の枝で餌を取り出す課題を、猛禽類・非捕食性鳥類の音声下と無音下で課した。結果、完成済み道具の使用率は個体群や音声条件で変わらなかった。一方、道具を作製した割合は、無音および非捕食性鳥類の音声下では道具作製島で高かったが、猛禽類の音声下では両個体群で低下し、警戒時間と加工の中断も増えた。以上から、個体群差は道具使用能力ではなく作製を開始・継続する傾向にあり、捕食リスクの低い島で道具による埋没餌利用が定着した可能性がある。　




